
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
発
刊
さ
れ
る
に
あ
た
り
、一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
８
月
よ
り
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
を
加
え
、
新
し
い
体
制
で
輪
島
市
農
業
委
員
会
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
地
域
に
お
い
て
農
業
の
活
性
化
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、
本
市
は
平
地
に
比
べ
耕
作
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
が
大
部
分
を
占
め
、
近
年
で
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
加
え
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
の

拡
大
に
よ
っ
て
地
域
農
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
委

員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
や
新
規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
地
域
農

業
の
発
展
に
ご
尽
力
頂
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
を
存
分
に
活
か
し
て
農
業
者
の
〝
相
談

役
〞
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
市
と
し
ま
し

て
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
農
業
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　結
び
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
委
員
の
皆
さ
ま
が
力
を
合
わ
せ
、
田
上
会
長
を
先
頭
に
将
来
の
地
域

づ
く
り
、
活
力
あ
る
農
業
の
振
興
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
挨
拶

輪
島
市
長

　梶

　文
秋

しっかり積み立て、安心で豊かな老後を

農業者年金に
加入しましょう

あなたの老後生活への備えは十分ですか？
年金は家族一人ひとりについて
準備することが大切です
老後の備えは国民年金
プラス農業者年金で安心！

農業者年金にはメリットがいっぱい 農業者の方なら広く加入できます
メリット❶
メリット❷
メリット❸
メリット❹
メリット❺

保険料の国庫補助が受けられます
※政策支援加入の場合
少子高齢時代でも安心
※積立方式・確定拠出型なので現役加入者数に左右されません
保険料はいつでも変更できます
※途中脱退、再加入も可能
節税になります
※保険料は全額が社会保険料控除
80歳前に亡くなっても遺族に死亡一時金
※80歳までに受け取れるはずの年金相当額

❶ 年間６０日以上農業に従事する

❷ 国民年金の第１号被保険者で、

❸ ６０歳未満の方
※農業者年金に加入される方は、国民年
　金の付加年金（付加保険料月額400円）
　への加入も必要となります。

詳しくは、お近くの JAまたは農業
委員会へお問い合せください。

 遊休農地の
利用状況調査について

ご勇退された委員の皆様
ご苦労様でした

　８月から実施している遊休農地の利用
状況調査にご協力いただきありがとうご
ざいます。
　調査の結果、耕作されていない農地
の所有者の方には遊休農地の利用促進
を図るため、農地の「利
用意向調査書」を送付し
ますので、併せてご協力
をお願いいたします。

　この度農業委員会改選に伴い、任期
満了により４名の委員がご勇退されました。
　本市の農地行政、農業振興に多大な
るご尽力を賜りましたことに、この場をお
借りし、深く感謝とお礼を申し上げます。

ご勇退された委員

　岩坂　一明（６期）
　向面　正一（４期）
　大宮　　正（２期）
　森山　　博（２期）

　日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
る
新
し
い
農
業

委
員
会
制
度
の
下
で
会
長
の
重
責
を
仰
せ
つ
か

り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
委
員
各
位

と
協
力
し
て
精
一
杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　新
し
い
体
制
で
は
、
地
域
の
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
農
業
参
入
の
促
進
に
よ
り
農
地
利
用
の
最

適
化
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
農
業
委
員
に
加
え
、
新
た
に
「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

連
携
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の

減
少
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の

課
題
解
決
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

会
長

　田
上

　正
男

輪
島
市
農
業
委
員
会

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
今
回
の
改
選
か
ら
農
業
委
員
会
は
新
た
な
体
制

へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　農
業
委
員
十
五
名
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
平
成
三
十
年
八

月
二
日
に
市
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　次
い
で
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
十
五
名
の
委
嘱
が
田
上

会
長
よ
り
行
わ
れ
、
総
勢
三
十
名
の
新
し
い
体
制
で
の
輪
島
市
農

業
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

発行 ： 輪島市農業委員会
編集 ： 輪島市農業委員会事務局
　　　 TEL (0768 ) 23 -1191
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農業委員会辞令交付式  農業委員（左）梶市長（右）

臨
時
総
会

会
長
・
会
長
職
務
代
理
の
互
選



農地に土砂を入れる場合は、事前に農業委員会に届出をして承認を得なければなりません。
違反転用とされる場合もありますのでご注意ください。

（注）入れる土砂は、産業廃棄物その他、農地造成に不適切な土を使用しないものとします。

◆農地や農業経営についての相談や意見などがありましたら、
お気軽にお近くの農業委員または農地利用最適化推進委員までお声かけください。

◎　農地に土砂を入れるには？　農地改良（盛土・畑地転換）の届出が必要！

農地を取得する場合には農地の分散を防ぐため、農地法により下限面積が設定されており、
【下限面積 20 アール以上】の農業経営が必要となります。
市への交流人口拡大を図るために、空き家データベースに登録された空き家に付属した農
地で、農業委員会が指定した農地に限り【下限面積 0.01 アール】となります。

◎　農地を取得（農地法３条）する場合の下限面積表

農家のための情報「全国農業新聞」の購読をあなたも
発行日：毎週金曜日
購読料：700 円 （ひと月）  

 【申込先：輪島市農業委員会事務局　℡　0768-23-1191】

農業委員活動地区分担表
委 員 名

谷内　吉夫
中　　幸雄
坂下　正幸
東　　一朗
北濱　陽子
安　津久人
新谷　義治
中谷　知晴
新澤　　晟
田上　正男
瀨例　敏之
田中　喜義
小谷　泉喜
宇羅　恒一
森谷　正美
川原　伸章
山本　　正
石倉　　稔
山本　恒雄
吉村　政信
山崎　覺治
小川　　滋
澤田　　茂
奥堂　敏春
山本　秀夫
髙木　友龍
谷内　誠一
東　　克芳
池端　共栄
梅田　靜雄

 担   当   集   落   名
赤崎・小池・下山・鵜入（大屋地区）
上山・西二又・上大沢・大沢
長井・山本・房田・下黒川・上黒川・二俣・別所谷・滝又・空熊・繩又
新橋通・堀・水守・釜屋谷・中段・平成・小伊勢・稲屋・気勝平・二ツ屋・宅田・二勢・美谷・光浦
河井・マリンタウン・鳳至・輪島崎・海士
杉平・山岸・横地・東中尾・石休場
山ノ上・市ノ瀬・西脇・北谷・熊野・打越
長沢・小泉・新保・細屋・内屋・興徳寺・漆原
本江・渡合・大和・市ノ坂・洲衛・坂田・三洲穂・与呂見・仁行・中
大野・惣領・深見
塚田・久手川・稲舟
白米・野田・小田屋・名舟・尊利地・里・渋田
東印内・西山・西院内・忍・東山
広江・寺地・敷戸・南時国・西時国・曽々木・大川・伏戸・若桑・鈴屋・粟蔵・地方
東大野・川西・真喜野・金蔵・井面・桶戸・寺山・牛尾・大久保
徳成・徳成谷内・東・真久・麦生野・北円山・佐野・舞谷
剱地・大泊・腰細・赤神・馬場・上代・黒岩・入山・渡瀬・飯川谷
切狭・西中谷・清沢・滝町・馬渡・久川・窕・神明原・舘分・木原月・大釜
藤浜・池田・南・是清・北川・千代・中田・鍛冶屋・新町分
小山・椎木・大切・白禿・江崎・二又・山是清
道下・大生・黒島町
鹿磯・深見・六郎木・勝田
栃木・深田・広瀬・日野尾・鬼屋・舘・広岡・西中尾・小滝・上河内・猿橋・小石・風原
門前・清水・走出・和田・高根尾・本市
貝吹・原・長井坂・荒屋・定広・地原・東大町・別所・百成・堀腰・平・二又川・内保
鑓川・根子屋・能納屋・谷口・俊兼・四位・滝上・本内・嶺
浦上・西円山
宮古場・田村・山辺・浅生田・安代原・中野屋・八幡
皆月・五十洲・吉浦・矢徳・中谷内・大滝・鵜山・餅田
百成大角間・井守上坂・薄野・暮坂・樽見・小杉

地 区 名   

西 保 地 区

大 屋 地 区

輪 島 地 区

河原田地区

三 井 地 区

鵠 巣 地 区

南志見地区

町 野 地 区

仁 岸 地 区

阿 岸 地 区

諸 岡 地 区
黒 島 地 区

門 前 地 区

本 郷 地 区

浦 上 地 区

七 浦 地 区

北
濱

　陽
子（

鳳
至
町
）

池
端

　共
栄

（
門
前
町
和
田
）

谷
内

　誠
一

（
門
前
町
田
村
）

奥
堂

　敏
春

（
門
前
町
本
市
）

山
本

　恒
雄

（
門
前
町
中
田
）

会 

長
田
上

　正
男（

大
野
町
）

安

　津
久
人

（
石
休
場
町
）

田
中

　喜
義（

白
米
町
）

新
澤

　
　晟

（
三
井
町
与
呂
見
）

山
崎

　覺
治

（
門
前
町
道
下
）

坂
下

　正
幸（

房
田
町
）

石
倉

　
　稔

（
門
前
町
久
川
）

谷
内

　吉
夫（

小
池
町
）

会
長
職
務
代
理

山
本

　秀
夫

（
門
前
町
東
大
町
）

森
谷

　正
美

（
町
野
町
川
西
）

農

　業

　委

　員

　紹

　介

（
議
席
番
号
順
）

川
原

　伸
章

(

町
野
町
徳
成
谷
内)

宇
羅

　恒
一

（
町
野
町
粟
蔵
）

小
谷

　泉
喜（

西
山
町
）

瀨
例

　敏
之

（
久
手
川
町
）

新
谷

　義
治（

熊
野
町
）

澤
田

　
　茂

（
門
前
町
栃
木
）

髙
木

　友
龍

（
門
前
町
本
内
）

小
川

　
　滋

（
門
前
町
道
下
）

吉
村

　政
信

（
門
前
町
山
是
清
）

山
本

　
　正

（
門
前
町
入
山
）

中
谷

　知
晴

（
三
井
町
長
沢
）

東

　
　一
朗

（
小
伊
勢
町
）

中

　
　幸
雄（

上
山
町
）

東

　
　克
芳

（
門
前
町
田
村
）

梅
田

　靜
雄

（
門
前
町
百
成
大
角
間
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

（
区
域
番
号
順
）

農地利用最適化推進委員の
主な役割

　推進委員は、担当地域において、農地等
の利用の最適化の推進のための活動を行い
ます。
　農業委員と協力して現地確認を行うほか、
農地利用最適化推進指針の作成に参画し、
また、必要に応じ、農業委員会の総会等で
意見を述べます。

農業委員の主な役割

　農業委員会は、合議体として最終的な意
思決定を行います。

● 権利移動、転用許可申請の許認可審議
● 遊休農地に対する措置
● 農地利用最適化推進指針の作成
● 農地等の利用の最適化の推進のための活動　等


